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1. はじめに 
地方都市の高齢化が進んでおり、例えば札幌

市では、2020 年 10 月 1 日時点で総人口に対する

65 歳以上の高齢者の割合が 27.6%を占め、2040

年には 40％に迫ることが見込まれている[1]。そ

のような高齢化や人口減少が背景となり、地方

都市ではバス路線が減便や廃止され、自家用車

を所有していない人や高齢のために免許を返納

した人が生活のための移動手段を確保すること

が難しくなってきている。移動手段を確保でき

ないことは買い物や通院に支障を生み、生活の

満足度が低くなってしまうことの原因となりう

る。この移動手段確保における課題を解決する

ために、乗合タクシーやコミュニティバスを用

いた地域活性や住民の生活環境の向上に関する

社会実験及び研究が多く行われている[2][3][4]。

そのような潮流の中で筆者らも札幌市厚別区も

みじ台地区とその周辺に住む高齢者を対象に、

乗合タクシーによる外出移動支援が利用者らの

心身の健康状態や生活の満足度の向上に寄与す

るか研究を行なってきた。 

しかし、乗合タクシーでは同乗者が知り合い

ではない場合もあり、車内が混み合う際には狭

い空間で知り合いではない人と一定時間過ごさ

なければならず、利用者が抵抗を感じる場合が

ある[5]。そこで本研究では、タクシーの後部座

席にモニターを設置し、そのモニターに地域の

店舗や施設情報，歴史などを提示することで、

利用者間の会話の発生の有無や乗車時の不快感

の低減につながるか実験を行ない調べた。 

 

2. 情報提示モニター 
タブレット（Lenovo Tab M10 plus）をモニタ

ーとして使用し、タクシーの後部座席にタブレ

ット用車載ホルダーを用いて図１のように設置

した。 
 

 

 

 
 

 
図 1 モニター設置後の車内 

 

モニターには、図 2 のような地域の店舗や施

設情報、歴史などを提示した。対象となる店舗

や施設にタクシーが接近するタイミングで情報

提示を行うことで，利用者の情報への関心を高

めるよう工夫した。付近に情報提示する対象が

ないときには、簡単なクイズや間違い探しなど

がランダムで表示されるよう設定した。 
 

 
図 2 提示された地域情報の例 

 
3. 実験 
実験は札幌市南区で行われた。走行ルートは

図 3 のように札幌市立大学芸術の森キャンパス 
発 ― 札幌市立大学まこまないキャンパス 着、ま

たは、札幌市立大学まこまないキャンパス 発 ― 
札幌市立大学芸術の森キャンパス 着の２ルート

とした。片道約 6km で移動にかかる時間は約 15
分であった。実験参加者にはこの走行ルートの

どちらか一方をタクシーに乗車して移動しても

らった。 
実験では、2 名１組でタクシーに乗車してもら

った。実験参加者は 20代の男女 14名で、知り合

い同士を 2組、知り合いでない同士を 3組、片方
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が相手を知っている組み合わせで 2組に分けた。

また、本研究の走行ルートは参加者が普段から

通学として利用しているルートであった。参加

者へは乗車前に乗車中は好きに過ごして良いこ

と、同乗者との会話は禁止していない旨を伝え

た。目的地へ到着し下車後、車内での快適度や

会話に関するアンケートに答えてもらった。 
 

 
図 3 タクシーの走行ルート 

 
4. 結果と考察 
車内での会話の有無を尋ねた質問に対し、7 組

中 6組が会話をしたと回答した。会話をしなかっ

たと回答した利用者は「同乗者が知らない人だ
から;知り合い、知らない人に関わらず、基本車
内で会話をしないから」と回答しており、普段

から車内で会話をしないことや、知らない人と

会話することに抵抗があったと考えられる。会

話をした利用者間での会話内容は、1 組が提示さ

れた情報以外の内容だったと回答したが、それ

以外は表示された内容についてと回答し、「近
くの施設の情報を見て知知らなかったね、とい
った会話」や「「今の現在地に合わせた情報が
見れるようになっているのかな」とか、「石山
軟石の後に石山緑地が紹介されているの順序が
あって良いね」とかいった会話をしました。」
など表示された情報に関する個人の経験の共有

などをしていた。またこの回答から既に慣れて

いる道であっても情報提示で新たな発見があっ

たことが伺える。車内ディスプレイに関する自

由記述では、「間違い探しが意外と難しかった
が、会話のきっかけになって盛り上がったので
良かった。あと、地域の説明も知らないことが
知れて良かった。」「このディスプレイがある
ことによって会話のネタになるし、バスの体感
の乗車時間がかなり短く感じました。」とあり、

情報提示が会話のきっかけになっていたことが

伺える。「通過場所に関連した内容を流すのは、
その地域のことを知れて良いなと思った。」な

ど対象となる店舗や施設にタクシーが接近する

タイミングで情報提示することの有用性を示唆

する回答もあった。加えて、提示情報に関する

会話をきっかけとし初対面の同乗者との仲が深

まったように感じたとの回答もあった。これら

から、モニターによる情報提示は車内の不快感

の低減に寄与していたと考えられる。これは、

情報提示があることについてどのように感じた

かとの質問に対し、14 人中 12 人が「楽しい」、

「やや楽しい」と回答していたことからも推察

される。会話をしなかったと回答していた内の 1
人もこの質問に対し「楽しい」と回答していた

ことから、会話はしなかったが楽しんでいた。 
 

5. まとめと展望 
実験結果より乗合タクシーにおいて同乗者と

の面識の有無に関わらず、モニターを用いた地

域の店舗や施設情報などを提示は、利用者間の

会話の発生を促し、不快感の軽減に繋がること

が分かった。また、提示情報はタクシーの現在

地に連動させた方がその効果が高いことが推察

された。今後は、乗合タクシーの主対象である

高齢者でも同様の効果が得られるのか調べる。

また、モニターに提示する情報を住民自身が提

供できるような仕組みを整えることで地域の活

性化に繋がる可能性もあると考えられる。 
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